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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第35期
第２四半期
連結累計期間

第36期
第２四半期
累計期間

第35期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 5,393,554 5,588,095 11,401,654

経常利益又は経常損失(△)(千円) △111,460 △94,635 145,650

四半期純損失(△)
又は当期純利益

(千円) △49,002 △94,635 86,844

持分法を適用した場合の
投資利益又は投資損失(△)

(千円) ― △5,365 1,022

資本金 (千円) 2,905,422 2,905,422 2,905,422

発行済株式総数 (千株) 9,195 8,146 8,146

純資産額 (千円) 4,606,512 6,079,150 5,045,697

総資産額 (千円) 9,360,087 12,456,903 10,129,135

１株当たり
四半期純損失(△)
又は当期純利益

(円) △5.68 △11.96 10.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 10.00

自己資本比率 (％) 49.1 48.8 49.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 294,050 108,305 242,088

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 197,805 △79,067 435,676

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 139,681 106,346 △158,008

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,925,202 1,797,688 1,662,104

　

回次
第35期
第２四半期
連結会計期間

第36期
第２四半期
会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり
四半期純利益金額

(円) 3.65 3.48

(注) １  当社は、第35期第３四半期より、連結から非連結の開示となりました。

しかし、第35期第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、上記主要

な経営指標等の推移については連結会社に係る数値を記載しております。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第35期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第35期第２四半期連結累計期間・第36期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

当第２四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

当社は、平成22年11月８日付にて唯一の連結子会社であったオープンテクノロジー株式会社の株式の一

部を譲渡いたしましたことにより、平成23年３月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成していない

ため前年同期比較を行っておりません。

（1）業績の状況

当第２四半期におけるわが国経済は、一部の業種については持ち直しの動きが見られるものの、東日本

大震災、電力供給制約、株価の低迷や円高等の影響により依然として厳しい状況にあります。

情報サービス業界におきましては、企業の情報化投資に対する慎重な姿勢は継続し、厳しい経営環境が

続いております。

このような状況の中、当社は、期首より新経営体制の下、事業部制から事業本部制へ移行することによ

り、組織間の連携強化・経営効率の向上によるコスト適正化を図るとともに、受注および売上の拡大に努

めてまいりました。

その中で、民間関連事業における既存顧客からの継続的な受注および取引拡大が大きく貢献し、売上

高、営業利益・経常利益ともに前年実績を上回り、ほぼ計画通り順調に推移いたしました。

これらの結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高5,588百万円となりました。また利益面で

は、営業損失81百万円、経常損失94百万円、四半期純損失94百万円となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（公共関連事業）

最終ユーザーが官公庁及び地方自治体向けであり、財務システム、貿易システム、交通管制システム、

医療福祉システム等、社会インフラ基盤のシステム実現に向けた提案作業、基盤構築、基本検討、設計、

開発、試験からシステム稼動後の運用管理、保守に至るまでトータルソリューションの技術支援を行っ

ております。

当第２四半期累計期間は、売上高は2,150百万円となりました。また、セグメント利益は174百万円と

なりました。
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（民間関連事業）

最終ユーザーが主に一般民間企業向けであり、個別ニーズに合わせた、各種システムの設計、製造、構

築及び、ハードウェアのキッティング、ネットワーク設定、ＯＳ導入・設定、各種ミドルウェア導入・設

定、システムテストといった、一連もしくは個別の提供及び、稼働中システムの運用管理、保守、技術支

援の提供を行っております。

当第２四半期累計期間は、売上高は3,262百万円となりました。また、セグメント利益は328百万円と

なりました。

（セキュリティ機器関連事業）

健全なＩＴ社会構築に貢献する技術の提供を目標に、実効性のあるセキュリティソリューションの

提供等を行う情報セキュリティ事業におきましては、デジタル・フォレンジック技術の重要性が再認

識されました。

特にＦＤＤデータの改ざんやＵＳＢメモリによるデータ漏洩、消されたメールの復元等マスメディ

アを日々賑わせた事件ではフォレンジック製品や技術が問題解決には必須であることが明らかになり

ました。

当第２四半期累計期間は、売上高は175百万円となりました。また、セグメント利益は2百万円となり

ました。

　

（2）財政状態の分析

当第２四半期における総資産は12,456百万円となり、前事業年度末と比べ2,327百万円増加しました。

これは主に投資有価証券の時価評価に伴う増加2,410百万円によるものです。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比

較し、135百万円増加し、1,797百万円となりました。

当社は前第３四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間

との比較・分析に代えて、当第２四半期累計期間の主なキャッシュ・フローの内容について記載してお

ります。

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、たな卸資産の増加187百万円及び、法人税等の支

払額157百万円があったものの、売上債権の減少404百万円及び、賞与引当金の増加149百万円等により、営

業活動の結果得られた資金は、108百万円となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、貸付金の回収による収入10百万円があったもの

の、保険積立金の積立による支出38百万円及び、有形固定資産の取得による支出30百万円等により、投資

活動の結果使用した資金は、79百万円となりました。

財務活動におけるキャッシュ・フローにつきましては、長期借入金の返済571百万円及び、自己株式の

取得による支出219百万円があったものの、長期借入れによる収入950百万円等により、財務活動の結果得

られた資金は、106百万円となりました。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

株式会社の支配に関する基本方針

当社では、以下の経営方針を理解し指示する者が、「財務及び事業の方針の決定を支配する者」であ

ることが望ましいと考えております。

（経営方針）

当社は、健全で経営の透明性が高く、経営環境の変化に迅速かつ適格に対応できる組織体制の確立

を重要な経営課題と考え、「公器としての企業の成長を通じ社会に貢献する企業を目指す」を経営

理念とし、下記４項目の実現を図る。

①顧客の満足を追求する

②社員とともに成長する

③ビジネスパートナーとともに成長する

④株主への責任を果たす

　
（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,146,471 8,146,471
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数  100株
株主としての権利内容に制限の
ない標準となる株式

計 8,146,471 8,146,471― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 8,146 ― 2,905,422 ― 749,999
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東  光博 千葉県浦安市 589,600 7.23

株式会社ＵＢＩＣ 東京都港区港南２丁目12－23 450,000 5.52

柿木  龍彦 神奈川県横浜市港南区 359,500 4.41

フォーカスシステムズ
社員持株会

東京都品川区東五反田２丁目７－８ 337,300 4.14

石橋  雅敏 神奈川県横浜市中区 291,400 3.57

畑山  芳文 千葉県浦安市 280,100 3.43

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 250,000 3.06

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 170,000 2.08

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２－１ 135,000 1.65

株式会社エヌ・ティ・ティ・
データ

東京都江東区豊洲３丁目３－３ 100,000 1.22

計 ― 2,962,900 36.37

(注)  上記のほか当社所有の自己株式398,100株（4.88％）があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 398,100
―

単元株式数  100株
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,748,100
　

77,481 同上

単元未満株式 普通株式 271
　

― 同上

発行済株式総数 8,146,471― ―

総株主の議決権 ― 77,481 ―

(注) １  「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には証券保管振替機構名義の株式が、3,100株（議決権31個）

含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社フォーカスシス
テムズ

東京都品川区東五反田二
丁目７番８号

398,100― 398,100 4.88

計 ― 398,100― 398,100 4.88

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について

当社は、第35期第３四半期から四半期財務諸表を作成しているため、前第２四半期累計期間の四半期損益

計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しておりません。

　

４．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,907,470 2,062,657

売掛金 2,213,218 1,808,528

商品及び製品 28,125 26,937

仕掛品 25,352 213,929

繰延税金資産 108,570 108,570

その他 160,133 116,193

貸倒引当金 △3,000 △18,000

流動資産合計 4,439,869 4,318,816

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,220,630 1,222,465

減価償却累計額 △802,504 △814,692

建物及び構築物（純額） 418,126 407,772

土地 3,304,710 3,304,710

その他 313,053 334,278

減価償却累計額 △250,878 △260,686

その他（純額） 62,174 73,591

有形固定資産合計 3,785,011 3,786,075

無形固定資産

ソフトウエア 56,536 44,226

その他 9,815 9,815

無形固定資産合計 66,352 54,041

投資その他の資産

投資有価証券 1,131,833 3,541,989

長期貸付金 64,614 54,311

その他 708,752 744,869

貸倒引当金 △67,300 △43,200

投資その他の資産合計 1,837,901 4,297,969

固定資産合計 5,689,265 8,138,087

資産合計 10,129,135 12,456,903
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 487,390 414,533

1年内償還予定の社債 130,000 115,000

短期借入金 528,000 612,868

1年内返済予定の長期借入金 964,630 1,075,646

未払法人税等 156,800 15,931

賞与引当金 273,494 422,963

役員賞与引当金 22,000 12,000

訴訟損失引当金 71,300 71,300

その他 410,440 401,376

流動負債合計 3,044,055 3,141,620

固定負債

社債 120,000 70,000

長期借入金 1,398,876 1,666,520

繰延税金負債 348,710 1,330,585

役員退職慰労引当金 112,000 112,000

その他 59,796 57,026

固定負債合計 2,039,382 3,236,133

負債合計 5,083,437 6,377,753

純資産の部

株主資本

資本金 2,905,422 2,905,422

資本剰余金 1,468,471 1,468,471

利益剰余金 129,867 △46,232

自己株式 － △219,226

株主資本合計 4,503,761 4,108,434

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 541,935 1,970,716

評価・換算差額等合計 541,935 1,970,716

純資産合計 5,045,697 6,079,150

負債純資産合計 10,129,135 12,456,903
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 5,588,095

売上原価 5,075,720

売上総利益 512,374

販売費及び一般管理費 ※1
 593,672

営業損失（△） △81,298

営業外収益

受取利息及び配当金 5,430

受取家賃 11,453

貸倒引当金戻入額 6,188

その他 8,660

営業外収益合計 31,733

営業外費用

支払利息 37,547

貸与資産減価償却費 3,596

その他 3,927

営業外費用合計 45,071

経常損失（△） △94,635

税引前四半期純損失（△） △94,635

法人税等 －

四半期純損失（△） △94,635

EDINET提出書類

株式会社フォーカスシステムズ(E04976)

四半期報告書

13/20



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △94,635

減価償却費 43,114

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,100

賞与引当金の増減額（△は減少） 149,469

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,000

長期未払金の増減額（△は減少） △2,769

受取利息及び受取配当金 △5,430

支払利息 34,888

社債利息 2,659

売上債権の増減額（△は増加） 404,690

たな卸資産の増減額（△は増加） △187,389

仕入債務の増減額（△は減少） △72,856

未払消費税等の増減額（△は減少） △38,350

その他 34,858

小計 249,149

利息及び配当金の受取額 5,289

利息の支払額 △37,740

補助金の受取額 48,706

法人税等の支払額 △157,098

営業活動によるキャッシュ・フロー 108,305

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △19,602

保険積立金の積立による支出 △38,577

貸付金の回収による収入 10,302

有形固定資産の取得による支出 △30,273

無形固定資産の取得による支出 △1,594

差入保証金の差入による支出 △162

差入保証金の回収による収入 340

投資事業組合分配収入 500

投資活動によるキャッシュ・フロー △79,067

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 84,868

長期借入れによる収入 950,000

長期借入金の返済による支出 △571,338

社債の償還による支出 △65,000

自己株式の取得による支出 △219,226

配当金の支払額 △72,955

財務活動によるキャッシュ・フロー 106,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 135,584

現金及び現金同等物の期首残高 1,662,104

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,797,688
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　
【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)
税金費用の計算 当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じる方法を採用しております。

　
【追加情報】

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

役員報酬 150,397千円

給料手当 102,739千円

賞与引当金繰入額 27,880千円

役員賞与引当金繰入額 12,000千円
　

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高と当第２四半期貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

現金及び預金 2,062,657千円

定期預金 △206,000千円

定期積金 △57,000千円

別段預金 △1,968千円

現金及び現金同等物 1,797,688千円
　

　
(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社フォーカスシステムズ(E04976)

四半期報告書

15/20



　

２．基準日が第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が第２四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　
当第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 81,464 10平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

当社は、平成23年４月４日開催の取締役会及び平成23年５月30日開催の取締役会、並びに平成23年８

月４日開催の取締役会において、自己株式取得に係る事項を決議し、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（ス

タンダード）において市場買付をいたしました。

この結果、当第２四半期累計期間において自己株式が219,226千円、398,100株増加し、当第２四半期

会計期間末における自己株式は219,226千円、398,100株となっております。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期損益
計算書計上額
（注２）公共関連事業 民間関連事業

セキュリティ
機器関連事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,150,4733,262,364175,2575,588,095 ― 5,588,095

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,150,4733,262,364175,2575,588,095 ― 5,588,095

セグメント利益又は損失(△) 174,009328,684 2,880 505,574△586,872△81,298

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額△586,872千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（全社

費用）であります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(金融商品関係)

前事業度末(平成23年３月31日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

科目 貸借対照表計上額 時価 差額 時価の算定方法

投資有価証券 1,117,648 1,117,648 ― (注)

(注) 金融商品の時価の算定方法に関する事項

投資有価証券

これらは、全て株式であり、時価は取引所の価格によっております。

　

当第２四半期会計期間末(平成23年９月30日)

投資有価証券について、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　 　 　 　 (単位：百万円)

科目
四半期

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

投資有価証券 3,528,303 3,528,303 ― (注)

(注)  金融商品の時価の算定方法に関する事項

投資有価証券

これらは、全て株式であり、時価は取引所の価格によっております。

　
(有価証券関係)

前事業年度末(平成23年３月31日)

１．その他有価証券

区分 取得原価(百万円)
貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 205,014 1,117,648 912,633

その他 ― ― ―

計 205,014 1,117,648 912,633

(注)  表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当事業年度において減損処理を行い、投資有価証

券評価損4,643千円を計上しております。

  減損処理にあたっては、時価のある有価証券については、市場価格等が取得価格に比べて50％超下落した場合

に、原則として減損処理を行っております。また、下落率が30％以上50％以下の有価証券については、過去２年間

の平均下落率においても概ね30％以上50％以下に該当した場合に減損処理を行っております。時価のない有価証

券については、その発行会社の財政状態の悪化により実質価格が取得価格に比べて50％超下落した場合に原則と

して減損処理を行っております。

　

当第２四半期会計期間末(平成23年９月30日)

その他有価証券について、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

１．その他有価証券

区分 取得原価(百万円)
四半期貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 205,014 3,528,303 3,323,288

その他 ― ― ―

計 205,014 3,528,303 3,323,288
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(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　
(持分法損益等)

関連会社に関する事項

当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

関係会社に対する投資の金額 10,000千円

持分法を適用した場合の投資の金額 12,682千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 5,365千円
　

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純損失 11.96円

（算定上の基礎） 　

四半期純損失(千円) 94,635

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 94,635

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,914

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月９日

株式会社フォーカスシステムズ

  取　締　役　会　御　中

あ　ら　た　監　査　法　人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　岩　尾　　健太郎

　
指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　加　藤　　真　美

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社フォーカスシステムズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第36期事業年度の第２四半期会
計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平
成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーカスシステムズの平成23年９月30日現
在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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